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・多くの生き物との出会い
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地
域
振
興
の
中
心
的
存
在
と
し
て
！

所

長

挨

拶

魚
津
農
地
林
務
事
務
所

が
、
普
及
部
門
と
統
合
し
、

再
編
さ
れ
て
、
早
一
年
半
が

経
と
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
「
新
川
農
林

振
興
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
名

前
を
覚
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
で
し
ょ
う
か
？

今
回
、
土
地
改
良
関
係
の

情
報
交
換
の
一
環
と
し
て
、

こ
の
「
た
よ
り
」
を
発
刊
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

お
気
軽
に
ご
意
見
を
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
土
地
改
良
と
言
え

ば
、
以
前
は
農
業
の
基
盤
整

備
で
し
た
が
、
近
年
で
は
、

地
域
政
策
・
地
域
振
興
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
が
期

待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
域
興
し
を
す

る
際
に
話
し
合
い
・
協
力
し

合
っ
て
物
事
を
進
め
る
姿
勢

が
特
に
重
要
で
あ
り
、
そ
し

て
、
話
し
合
い
の
進
め
方

は
、
ほ
場
整
備
事
業
な
ど
を

し
っ
か
り
や
っ
て
き
た
土
地

改
良
の
方
々
が
会
得
し
て
い

る
手
法
だ
か
ら
で
す
。

地
域
住
民
に
よ
る
水
路
の

畦
草
刈
り
や
田
ん
ぼ
の
生
き

物
調
査
な
ど
、
以
前
の
土
地

改
良
で
は
し
な
か
っ
た
よ
う

な
細
か
い
活
動
ま
で
、
土
地

改
良
に
は
期
待
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

地
域
振
興
の
知
恵
者
・
実

践
者
と
し
て
、
土
地
改
良
区

が
持
て
る
力
を
発
揮
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
、
こ
の
「
た
よ
り
」
が
そ

の
情
報
交
換
の
一
助
と
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
し
て
、
ご
挨

拶
と
し
ま
す
。

新
川
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー

所
長

永
森

雅
之

◎
平
成
21
年
９
月
30
日(

水)

十
時
～
十
三
時
半
に
第
２
回

「
元
気
と
や
ま
」
む
ら
づ
く

り
推
進
大
会
が
県
民
会
館
ホ

ー
ル
と
１
階
ロ
ビ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

中
山
間
地
域
直
接
支
払
制
度

農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
及
び
耕
作
放
棄
地
対
策

へ
の
一
層
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

◎
平
成
21
年
10
月
14
日(

水)

十
時
～
十
六
時
に
「
と
や
ま

農
業
用
水
を
育
む
集
い
２
０

０
９i

n

庄
川
」
が
南
砺
市
井

波
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

記
念
講
演
は

千
葉
商
科
大
学

教
授

宮
崎

緑
氏
を
予
定

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
元N

H
K

キ

ャ
ス
タ
ー
で
す
。

◎
第
21
回
農
村
振
興
技
術
連

盟
写
真
展
作
品
募
集

テ
ー
マ
「
魅
せ
ま
す
。
と
や

ま
の
水
土
里
」

募
集
期
限

平
成
21
年
12
月
10
日(

木)

皆
さ
ん
ふ
る
っ
て
ご
応
募

下
さ
い
。
高
価
景
品
が
当
た

り
ま
す
よ
。

新川農林振興センター

今
年
２
０
０
９
年

は
、
国
の
内
外
を
問

わ
ず
激
動
の
年
と
な

っ
て
い
ま
す
。

農
業
農
村
事
業
に
お

い
て
も
変
革
が
予
想

さ
れ
我
々
の
置
か
れ
る
立
場

も
新
た
な
対
応
が
要
求
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

各
種
情
報
の
中
か
ら
優
れ

た
も
の
を
吸
収
し
役
立
せ
る

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
、
土
地
改
良

関
係
の
広
報
・
広
聴
の
一
環

と
し
て
「
新
川
水
土
里
た
よ

り
」
を
発
刊
し
、
情
報
の
交

換
を
企
画
し
ま
し
た
。

田
ん
ぼ
の
稲
は
そ
ろ
そ
ろ

刈
取
り
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
年
の
梅
雨
は
、
当
初
真

夏
日
に
な
り
今
後
ど
う
な
る

の
か
と
思
い
き
や
、
例
年
の

梅
雨
明
け
時
期
に
な
っ
て
も

明
け
る
気
配
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
農
作
物
の
生
長
に

支
障
が
生
じ
、
今
年
は
冷
夏

の
影
響
が
出
な
い
か
と
心
配

し
て
い
ま
す
。

日
本
各
地
で
異
常
気
象
に

よ
る
災
害
が
発
生
し
ま
し

た
。今

後
、
何
事
も
な
く
収
穫

が
出
来
る
こ
と
を
祈
り
ま

す
。

「
た
よ
り
」
の
話
題
・
情
報

提
供
願
い
ま
す
。

（
イ
イ
ダ
記
）

な
ど

の
開
催
案
内

編集後記

多
く
の
生
き
物
と
の
出
会
い

田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
べ

農
免
農
道
整
備
事
業
新
川

中
部
地
区(

平
成
15
年
度
～
平

成
20
年
度)

全
長L

＝
８
、
１

２k
m
(

朝
日
町
柳
田
地
内
～

黒
部
市
若
栗
地
内)

が
完
成

し
、
供
用
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。

北
陸
新
幹
線
に
並
行

し
て

延
び

る
直

線
道

路
で

す
。こ

れ
に
よ
り
、
朝
日
～
黒

部
間
が
か
な
り
時
間
短
縮
さ

れ
、
大
変
便
利
に
な
っ
た
と

の
嬉
し
い
声
を
聞
い
て
い
ま

す
。ま

た
、

暑
い

日
射

し
の

下
、
新
幹
線
橋
脚
の
日
陰
を

お
散
歩
コ
ー
ス
と
し
て
利
用

さ
れ
る
地
元
の
方
の
姿
も
よ

新
川
中
部
農
免
農
道

朝
日
～
黒
部
間

供
用
開
始

ま
だ
、
通
っ
て
い
な
い

と
い
う
方
は
、
是
非
利
用

し
て
み
て
下
さ
い
。

平
成
21
年
度
は
、
事
業

名
が
農
免
農
道
か
ら
基
幹

早
月
川
沿
岸
土
地
改
良
区

は
、
滑
川
市
・
魚
津
市
・
富

山
市
の
受
益
二
、
八
○
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
で
組
合
員
三
、
二

九
一
名
の
土
地
改
良
区
で

す
。早

月
川
蓑
輪
頭
首
工
か
ら

最
大
取
水
十
三
、
五
二
立
方

メ
ー
ト
ル
／
毎
秒
を
取
水

し
、
農
業
用
水
へ
の
ほ
か
落

差
を
利
用
し
た
水
力
発
電
に

利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
事
業
と
し
て
平
成
18
年
度

か
ら
平
成
20
年
度
ま
で
の
三

カ
年
で
頭
首
工
の
補
修
を
行

い
ま
し
た
。

天
候
が
穏
や
か
な
日
は
、

早
月
川
の
澄
ん
だ
水
に
山
の

風
景
が
写
り
込
み
非
常
に
綺

麗
な
風
景
で
す
。
ひ
と
た
び

大
雨
に
な
る
と
、
一
転
、
上

流
か
ら
の
鉄
砲
水
へ
の
警
戒

の
た
め
、
寝
ず
の
番
と
な
り

ま
す
。
大
雨
警
報
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
、
職
員
全
員

(

五
人)

が
招
集
さ
れ
、
水
害

改
良
区
紹
介

滑川市赤浜地内赤浜川

つかまえたよ

早月川沿岸土地改良区の蓑輪頭首工と

施設管理係 飛 亜希史さん

去
る
７
月
25
日(

土)

曇

天
、
滑
川
市
赤
浜
地
内
赤
浜

川
で
滑
川
市
立
南
部
小
学
校

児
童
19
名
、
保
護
者
先
生
６

名
の
参
加
で
タ
カ
ハ
ヤ
、
ア

ユ
、
モ
ク
ズ
カ
ニ
、
ヤ
マ

メ
、
ア
メ
ン
ボ
ウ
、
カ
ワ
ニ

ナ
、
ヤ
ゴ
、
錦
コ
イ
、
ド
ジ

ョ
ウ
な
ど
を
捕
獲
し
魚
津
水

族
館
学
芸
員
に
解
説
を
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。

８
月
１
日(

土)

雨
天
、

魚
津
市
東
城
地
内
親
子
川
で

は
朝
か
ら
雨
が
強
く
降
り
魚

津
市
立
片
貝
小
学
校
児
童
15

名
、
保
護
者
先
生
13
名
の
参

加
に
よ
り
学
習
ホ
ー
ル
で
、

魚
津
水
族
館
学
芸
員
に
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
「
富
山
の
田
ん

ぼ
の
生
き
物
」
を
映
写
解
説

し
て
も
ら
い
、
あ
ら
か
じ
め

親
子
川
で
捕
獲
し
て
お
い
た

水
棲
生
物
と
緑
イ
ボ
カ
エ
ル

の
展
示
観
察
が
あ
り
、
児
童

達
は
目
を
輝
か
せ
て
い
ま
し

た
。外

で
の
捕
獲
が
で
き
な
く

て
少
々
残
念
で
し
が
、
今
回

は
、
雨
天
対
応
の
解
説
講
習

会
と
し
て
初
め
て
取
り
組
ん

で
み
ま
し
た
。

８
月
２
日(

日)

雨
後
曇

天
、
朝
日
町
殿
町
地
内
小
山

合
川
で
朝
日
町
児
童
ク
ラ
ブ

連
合
の
児
童
26
名
、
保
護
者

児
童
ク
ラ
ブ
役
員
10
名
の
参

加
で
タ
カ
ハ
ヤ
、
ド
ジ
ョ

ウ
、
カ
ワ
ニ
ナ
、
ヤ
ゴ
な
ど

棲
息
し
て
い
た
生
き
物
を
捕

獲
し
魚
津
水
族
館
学
芸
員
に

解
説
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
二
市
一
町
の
三

ヶ
所
で
実
施
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
会
場

も
盛
況
で
参
加
者
の
皆
さ
ん

に
喜
ん
で
自
然
に
接
し
て
も

ら
っ
た
の
で
来
年
も
有
意
義

な
行
事
と
な
る
よ
う
に
し
た

い
考
え
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
実
施
場
所
の
選
定
に
は

苦
慮
し
て
お
り
、
皆
様
か
ら

の
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。今

回
、
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
市
町
、
改
良
区
の
方
々

に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

へ
の
対
策
に
備
え
ま
す
。

実
際
に
、
昨
年
は
下
流
に

お
い
て
浸
水
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け

る
た
め
に
、
市
役
所
や
消
防

署
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
気
象
情
報
・
頭
首
工
の

観
測
記
録
の
収
集
・
分
析
を

行
い
、
早
期
対
応
に
心
が

け
、
被
害
の
発
生
を
防
ぐ
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

今
年
の
、
梅
雨
期
は
長
雨

と
な
り
ま
し
た
が
幸
い
大
事

に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
気
を
引
き

締
め
て
管
理
に
当
た
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
改
良
区
管
内
の
施

設
等
の
把
握
と
災
害
な
ど
の

危
機
管
理
に
対
し
改
良
区
の

役
員
や
組
合
員
・
上
司
か
ら

い
ろ
ん
な
事
を
教
わ
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
の
ご
支

援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
飛

亜
希
史
記
）

新川中部農免農道

北陸新幹線と並行区間

農
道
に
変
更
さ
れ
、
基
幹
農
道

新
川
中
部
二
期
地
区
と
な
り
朝

日
町
で
小
川
橋
梁
下
部
工
・
上

部
工
工
事
、
黒
部
市
で
道
路
工

事
を
施
工
す
る
予
定
で
す
。

(

農
地
整
備
第
二
班

辰
尾)

魚
津
市
小
菅
沼
で
の

ヤ
ギ
に
よ
る
「
舌
刈
」

おたよりを

お願いしま

す。


